
新川ウォーターフロントプロジェクトの概要 

 

１． 新川ウォーターフロントプロジェクトについて 

新川ウォーターフロントプロジェクトは、新川ウォーターフロント共同企業体（※１）が主体となって、

新川周辺において、日常的に人々が集える心地よい空間となるよう公有資産の活用も含めたエリ

ア全体のビジョンを明確にし、シビックプライドの形成を図ることを目的に立ち上げるプロジェクトです。 

※１：国土交通省が推進する民間まちづくり活動に取り組もうとする者に対する「普 及啓発事業」

や、民間の担い手が主体となって行う、まちづくり計画・協定に基づく施設整備等を含む

「社会実験・実証実験等」に対して助成を行う「民間まちづくり活動促進・普及啓発事業」

の助成対象事業者として平成３１年４月に選定されました。 

 

２． 新川ウォーターフロントプロジェクトの事業内容 

 印旛沼流域の自治体職員や関係する民間事業者と連携し、新川水辺空間のエリアビジョン策

定に向けたワークショップ等を実施して人材発掘及び情報発信を実施。 

 

３． ２０１９年度の事業目標 

（１）印旛沼流域かわまちづくり計画の基本方針を踏まえた新川周辺のエリアビジョンの構築 

    （２）自治体が実施する施設整備への協力 

    （３）新川周辺エリアにおける公有資産の社会実験的な活用 

    （４）新川周辺エリアの情報発信 

 

４． スケジュール 

事業 ６月 ７月 ８月 9月 １０月 11月 12月 １月 2月 3月 

ワークショップ           

シンポジウム           

社会実験           

 

５． 推進体制 

 



 

６． 将来的に新川ウォーターフロント共同企業体が目指すところ 

今回の八千代市の新川周辺でのワークショップを中心とする取組が、次年度以降、印旛沼や

花見川の市域をまたいだ広域的な取り組みにつながっていくとともに、今回の事業に関わった人材

それぞれが、エリア全体のビジョンの共有のもと、自治体と連携し取組を継続することで、将来的に

は利根川から東京湾までの河川を含めた公有資産に訪れる人や活用する事業者、所有する自治

体それぞれがその役割を意識し連携することで地域内での経済循環を促し、エリア全体の価値の

向上につなげていきたい。 

 

７． 今年度の事業の対象とするエリア 

 新川を中心とする大和田機場から阿宗橋までのエリアを対象とする。 
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花見川
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